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SBIグループの経営理念、ビジョン

SBIグループでは、「経営理念」と「ビジョン」を明確に区別し、「経営理念」は経営トッ
プの交代や環境変化で簡単に変更されるべきものではなく、長期的・普遍的な価値
観を体現するべきものとして捉えています。

　一方、「ビジョン」は望ましい組織の将来像を具体的に示すもので、現実妥当性や
信頼性がなければならないものです。現在のような変化の激しい時代では、中期
的なものになります。

SBIグループのビジョン 2008年4月策定

 2013年3月期は1,000億円の営業利益を目標とする

 �2013年3月期の営業利益の構成は、アセットマネジメント事業ならびにブローカレッジ& 
インベストメントバンキング事業で3分の2、その他の事業で3分の1を目標とする

 2013年3月期までに、営業利益の2分の1を海外で獲得するグローバル企業への転換を目指す

新産業クリエーターを目指す
21世紀の中核的産業の創造および
育成を担うリーディング・カンパニー
となる。

セルフエボリューションの継続
経済環境の変化に柔軟に適応する組織
を形成し、「創意工夫」と「自己改革」を
組織のDNAとして組み込んだ自己進
化していく企業であり続ける。

金融イノベーターたれ
従来の金融のあり方に変革を与え、 
インターネットの持つ爆発的な価格
破壊力を利用し、より顧客の便益を高
める金融サービスを開発する。

正しい倫理的価値観を持つ
「法律に触れないか」、「儲かるか」では
なく、それをすることが社会正義に照
らして正しいかどうかを判断基準とし
て事業を行う。

社会的責任を全うする
SBIグループ各社は、社会の一構成要
素としての社会性を認識し、さまざま
なステークホルダー（利害関係者）の
要請に応えながら、社会の維持・発展
に貢献していく。


